










学位論文名 Venous Blood Flow Measurement by Determination of Change in 
Venous Hemoglobin Saturation 
(ヘモグロビン酸素飽和度の変動に基づく静脈血流量測定法)



































0.72 R /minであり、推定される総肝血流量は平岡1.06R. !minであった。
酸素飽和度の変動による血流量制定法はinvitroにおいて高い相関性を示した。また、この方法を用いて
測定した総肝血流量は今までに報告されている値に近い値が得られた。ヘモグロビン酸素飽平日度の変動を
利用して静脈血流量を測定する方法は精度が高く、臓器血流量の測定に有用と考えられた。
以上のことから、本論文は今後の臨床診療に寄与すると考えられる。よって、本研究者は博十(医学)
の学位を授与されるに航するものと判定された。
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